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定例会の概要

● 保育・医療・福祉・介護に関すること
●	議案第85号　飛騨市介護保険条例の一部改正
　�国の介護保険料に対する財政支援の取扱いを受け、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した納
付義務者等の令和4年度介護保険料について、2つの改正を行うもの
　①令和3年度と同様に徴収猶予期間の特例を定める
　②減免申請の提出期限について、期限の緩和を行う
◆	委員会審査での主なもの

Q �収入が著しく減少とあるが、具体的にはどのくらいか
A �収入見込みが、前年度より3割程度減少した場合該当となる
Q �令和5年3月31日納期を迎えるものとなっているが、その後はどのような見込みか
A �国の財政支援は今年度中であるが、その後は条例にもともとある減免規定で対応したい
●� �議案第86号　飛騨市障がい者グループホーム施設条例の一部改正
　�現在整備中の飛騨市障がい者グループホームを円滑に運用が開始できるよう、指定管理者が施設の供用開始前
に入居者の募集などの準備行為ができるよう改正するもの

●�議案第87号　指定管理者の指定
　�飛騨市障がい者グループホーム（古川町）の指定管理者は社会福祉法人　吉城福祉会。期間は令和5年7月1日
から令和8年3月31日までの2年9ヶ月間
◆	委員会審査での主なもの

Q ��これまでの説明では3年で利用者は徐々に増やすとしている。収支計画書では満床で計画されているがその
差額は、別途計上するのか、またその根拠は

A ��3年間だけ補助金を出す。1年目520万円、2年目300万円、3年目70万円。予算査定の中で精査する補助金で出す
Q ��1年前に指定管理を決定する理由は
A ��新設施設については3カ月前では遅く、スタッフや入所募集をかける時間を考慮すると1年前が適当である
Q ��指定管理者による事前準備はどの程度進んでいるか
A ��人員配置については憩いの家職員と兼務の予定。必要な資格もとるよう準備中である

● 消防団に関すること
●�議案第88号　飛騨市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　�年金の受給権保護の観点から、年金受給権を小口の資金貸付の担保とすることをできなくするもので、国の法律
改正にならい、本市の条例から担保とすることができる箇所の削除を行うもの

● 人事案件に関すること
●�議案第65号　飛騨市固定資産評価員の選任同意
　竹　原　尚　司（古川町）人事異動による改選　【同意】
●�議案第66〜84号　飛騨市農業委員会委員の任命同意
　上　平　義　幸（古川町）　　重　田　和　照（古川町）　　森　下　和　正（神岡町）
　森　下　利　朗（古川町）　　田　口　吉　彦（古川町）　　米　澤　英　雄（神岡町）
　前　田　憲　司（古川町）　　大　下　哲　矢（河合町）　　中　筬　誠　一（神岡町）
　蒲　生　洋　子（古川町）　　下　方　好　博（神岡町）　　洞　口　英　夫（神岡町）
　平　田　多恵子（古川町）　　上川渡　福　雄（神岡町）　　岩　佐　和　廣（宮川町）
　田　中　貞　雄（古川町）　　大　家　耕　司（神岡町）　　荒　木　　　誠（宮川町）
　山　口　茂　明（河合町）　　
【任命期間】　令和４年７月１日から令和７年６月30日までの３年間　【同意】

● 議決が必要な財産の取得に関すること
　予定価格2,000万円以上の動産の買入れについての審議
●�議案第62号　高規格救急自動車の取得
　取得金額　1,922万8千円� 取得の相手方　有限会社　清水自動車整備工場
●�議案第63号　ロータリー除雪車の取得
　取得金額　5,060万円� 取得の相手方　株式会社　利興

6月7日から6月22日までの16日間にわたり市との議論を深め、本定例会において、報告3件、承認5件、
条例関係4件、補正予算4件など計39案件をすべて原案のとおり可決・承認しました。

定例会情報 令和4年　第3回定例会（6月7日〜6月22日）
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定例会の概要

◆	本会議での質疑の主なもの

Q ��ロータリー除雪車は何社入札しての落札か
A �指名業者は5社で、うち3社が入札した
Q ��納期が来年3月となっているが、どういうことか
A �納期は長めにとってあるが、降雪シーズン前に間に合うようにする

● 議決が必要な協定の締結に関すること
　予定価格1億5,000万円以上の工事の請負についての審議
●�議案第64号　飛騨市公共下水道古川浄化センター建設工事委託（耐震補強）に関する協定の締結
　協定金額　3億7,000万円　　協定の相手方　日本下水道事業団
◆	本会議での質疑の主なもの

Q ��この施設はいつ頃できて、あとどれくらいもつのか。耐用年数を教えてほしい
A ��この施設は平成5年度に完成したものであるが過去に改修した以外の部分を耐震補強するもの。耐用年数は建
設当初のままであり、補強により耐用年数が変わるものではない

Q ��随意契約の理由は
A ��相手方は発注から施工管理まで全ての業務ができる唯一の機関であり、今までの改修業務も全てこの機関であ
る

● 予算に関すること

令和4年度補正予算
●�議案第89号　令和4年度飛騨市一般会計補正予算（補正第1号）
　6億7,934万6千円を増額、補正後の予算額は、192億5,424万6千円
●�議案第90号　令和4年度飛騨市国民健康保険病院事業会計補正予算（補正第1号）
　�院内日常清掃業務及び給食サービス提供業務について、それぞれ複数年次で契約できるように債務負担行為を
設定

●�議案第91号　令和4年度飛騨市一般会計補正予算（補正第2号）
　4,580万円を増額、補正後の予算額は、193億4万6千円
●�議案第92号　令和4年度飛騨市給食費特別会計補正予算（補正第1号）
　120万円を増額、補正後の予算額は、3,580万円
◆	委員会審査での主なもの

総　務　部

Q ��解体費とは別に特定空き家に限り、家の中の家財道具などの処分費を考えることはできないか
A ��調査して検討していきたい
Q ��市外の方が所有される空き家で軒先などが折れた家などがあるが、どのように把握され、今後どう判断してい
くのか

A ��相談件数60件のうち16件が市外の方で、本年度空き家データベースを構築していく中でしっかり把握してい
きたい
企　画　部

Q ��池ヶ原湿原の木道の修繕工事について、今後も大雪の被害が予想されるが、対策は何かないのか
A ��筋交いを交って強度を増すようにしたい
Q ��大学設置にかかる寄付金の基金積立はふるさと納税と合わせて1億2,700万円あるということだが、どのよう
な目的で使うのか

A ��大学設置などにより市道の一部を整備する必要があるのでその費用に充当したい
市民福祉部

Q ��住民税非課税世帯の給付金対象者は何件になるのか
A ��令和4年3月末までに支払った分は1,658件
Q ��4回目のワクチン希望者は対象者のどれくらいみえるのか
A ��今年5月に15,400人を対象に意向調査を行い、6月16日現在82.3%、12,700人の回答があり、約9,000人の接種希
望者がみえる
農 林 部

Q ��地籍調査の進捗は
A ��進捗率は令和3年度末で29%、令和4年度からリモートセンシング事業を実施し、スピードアップする
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定例会の概要
Q ��（農業経営高度化支援事業補助金）雪害の果樹園は何ヶ所なのか
A ��黒内果樹園への補助。雪害により全体の10〜15%収穫量が減る見込み
Q ��農業共済でカバーできないか
A ��売上減は共済でカバーできる。補助金は木の枝折れなど樹木被害
Q �農業経営高度化支援は杉崎の土地整備にも適用されるの
A ��玄の子地区と同じ事業のため、条件がクリアできれば補助される
商工観光部

Q ��施設修繕費が増加しないための点検対策は�
A ��施設の管理をする中でその都度点検を行っている
Q ��プレミアム商品券の発行に関する考え方と発行予定数は
A ��プレミアム商品券は市民全員に効果があり、必ず市内で使ってもらえる。コストや手間の削減対策を模索して
いる。22,700人へ2冊 /1人（1冊6,000円分を5,000円で購入）の引換券を配布する
基盤整備部

Q ��急傾斜地崩壊対策工事の減額理由は
A ��県からの内示率が60%。コロナ対策の関係等から県の土木事業にかかる単独事業費が全体的に減額となって
いる

Q �新型コロナウイルス感染症が収まらないと県の土木事業費は増えてこないのか
A ��国庫関係は内示率もよく市内業者への影響は小さいと思われるが、全体の事業費確保に努力する
Q �国道360号、杉原〜小豆沢線の今後の予定は
A ��令和5〜6年で橋梁部、令和7〜8年で跨線橋部の改良を予定。現在は迂回路や畜産関係などへの対策を検討し
ている

Q �道路上のラインや表示が消えているところが多くみられるが確認しているのか
A ��道路パトロールで確認している。優先順位を定めて予算の範囲内で順次引き直しなど行う。公安に対しても
継続協議していく

Q �通学路緊急対策事業補助金は継続されるのか。今回の整備個所は
A ��千葉県の事故を受け5か年計画で危険な通学路を整備することとなっている。今年度は市道上気多〜杉崎線、
杉崎30号線を予定している
教育委員会事務局

Q �河合スキー場の圧雪車両の導入について460万円を計上しているが、中古の圧雪車両のメーカーはどこか
A ��日本ケーブルである
Q �新車で1台圧雪車両を購入できないか
A ��今後検討する

● 報告に関すること
●�報告第１号　令和３年度飛騨市一般会計繰越明許費繰越計算書
　令和３年度から令和４年度へ繰越を行った29事業の報告
●�報告第２号　飛騨市土地開発公社の経営状況報告
　地方自治法第243条の３第２項による土地開発公社の経営状況報告
●�報告第３号　損害賠償の額の決定
　【専決第２号】スクールバスによる車両損傷事故に損害賠償額の決定
　【専決第６号】市道路構造物からの雪塊落下による住宅窓損傷事故における損害賠償額の決定

● 専決処分の承認に関すること
●�承認第１号　飛騨市税条例の一部改正
　【専決第３号】地方税法の改正に伴う改正
●�承認第２号　商工業生産設備等に対する飛騨市税の特例に関する条例の一部改正
　【専決第４号】租税特別措置法の改正に伴う改正
●�承認第３号　令和３年度飛騨市一般会計補正予算（専決第３号）
　【専決第１号】繰越明許費に係る200万円の増額
●�承認第４号　令和４年度飛騨市一般会計補正予算（専決第１号）
　【専決第５号】検査体制の更なる強化や経済対策を盛り込んだコロナ対策第13弾実施に伴う3,490万円の増額
●�承認第５号　飛騨市会計年度任用職員の給与等及び費用弁償に関する条例の一部改正
　【専決第７号】人事院勧告に基づく期末手当の支給割合の改定に伴う改正
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一般質問◀ 会議録はこちらから

体と明記。相談は？③若宮駐車場利活用に市民アン
ケートを④大学設立事業70億円目処は？
答		弁 �①大学を監督する立場に就くことは適切
でないと判断。仮称のままで②内容の相談はなし
③アンケートはやらない④飛騨市はホームページ
で64億円を寄付金として募集している。

視察した単科大学は定員の半分しか受験せず、少
子化時代大学経営は厳しい中①何故、市長は大学の
評議員を辞め、文科省申請は仮称のまま？②市民か
ら悪評のアンケート1Ｐに大学設立基金と関連自治

野村　勝憲 議員

の判断も必要となる。今後も継続的に空き家情報
の更新、地図情報の更新を行う必要があることか
ら、専用システムによる効率的管理が望ましく、
外部委託による業務実施が適当である。②③市で
は空き家バンク制度の住むとこネット、空き家等
賃貸住宅改修事業補助金、空き家家財道具処分費
等補助金、住宅新築・購入支援助成金、空家除却
補助金の支援制度やシルバー人材センターが行う
空き家等管理業務がある。総括的に紹介・案内が、
現時点では対応できていない。市ホームページで
空き家等に関する支援制度の専用ページを早急に
作成する。ふるさと納税の返礼品としての空き家
維持管理サービスは、空き家に関する支援制度の
周知を強化する中で利用を促進していく④第二次
空き家等対策定計画に具体的な空き家対策の一つ
として市条例への即時対応、緊急安全措置の明文
化ということを記載しております。条例改正を年
内の議会に上程できるように、準備を
進めたいと考えている。

①市内空き家データベース構
築において、業者が行う現地調査はどの様に行わ
れるか。行政区等を活用してはどうか。②市外在
住者の空き家の流動化・活用の促進、適正管理の
促進について。③市外在住者等の支援策としてふ
るさと納税の返礼品として空き家管理サービスが
あるが、利用者が０件、見解と今後の対策は④管
理不全の空き家において緊急性の問題が発生した
時に市が対応できるように飛騨市特定空き家等対
策条例に明記するとあるがどこまでの範囲か、い
つ制定するのか
答		弁 �①１次調査で業者により外観目視、結果
を市へ提出、市ではその結果をもとに行政区等へ
確認依頼を行う。その結果を整理し再度現地調査
を行う。行政区等に現地調査を依頼すると相当の
負担がかかる。また、現地調査は一定の観点から

德島　純次 議員

私は５月にデータセンター・教
育・大学経営について経産省や８自治体と私立大
学を訪問し、南砺・下呂市から得た知見を参考に
①小中学校にチーム担任制の導入②中学校の下校
時間を早め教員の勤務時間を減らしたら。
答		弁 �教員がチーム指導する事は平等性と選択
肢が増え、メリットが大きいと考え実情に応じ検
討。②教職員の時間減少やライフワークの充実に
つながり、さらに改善できないか検討する。

　①古田知事は多人数の会食は避け、自制をお願
いされたのに神岡で10人が会食し、市長含む８
人の集団感染。七宗町長は職員の会食感染で減給
処分。ご本人が感染された高山市長は「市民の安
心安全を守るべき立場のものがこの様な事態とな
り痛恨の極み」とお詫びの言葉。都竹市長は？②
影響を受けている飲食店への対策は？
答		弁 �①事実を伝えることが首長の義務で、私
は市民にお詫びはしません。②様々な
場面で気軽に検査できる体制づくりに
取り組んでいる。

仮称CoIUと古川駅東開発について

コロナ感染した首長の対応と対策は

教育と働き方改革について

空き家対策について
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一般質問 会議録はこちらから ▶︎

電の普及推進を図っていく。

　飛騨市は今年３月にゼロカーボンシティ宣言を
している。①第３次環境基本計画の脱炭素の目標
値・進捗状況は。②水力発電は民間事業頼みの飛
騨市だが、農業用水などを活用した市民型の小水
力発電を普及し、エネルギーの「地産地消」で気候
変動対策を実現すべきでは。
答		弁 �①水力や家庭での太陽光などのエネルギ
ーの地産地消、温室効果ガス吸収源対策が計画の
柱になっていく。審議会を８月から開催し今年度
末までには策定する。②飛騨市は水力発電こそ最
も適した再生可能エネルギーと位置づけ開発・推
進を図ってきた。用水での小水力発電は冬季の流
雪や水路管理の問題があり、効率の良い手段とは
言えない。よって今のところは、住宅用太陽光発

籠山　恵美子 議員

創生臨時交付金を活用する。

①物価高に対する市民の声を
把握しているか②救済策について③給食対応につ
いて
答		弁 �コロナ対策本部会議の中や情報共有会議
で、生活防衛に努めている市民の姿を把握してい
る。対策としては「市民生活の支援」として国の低
所得者への支援や、市独自としてプレミアム商品
券発行、いきいき券の追加、給食費への高騰分支
援等。「事業者への支援」として設備導入等費用補
助制度の延伸や、利子補給の拡充、畜産事業者へ
の粗飼料高騰に対する給付金を交付。「経済社会活
動の回復」として販売促進活動補助や、秋頃には
電子地域通貨を活用したまるごと大売出しも計
画。さらにコロナ検査を気軽に受けてもらえる支
援も拡充した。市独自施策の予算１億4,700万円
については、新型コロナウイルス感染症対応地域

住田　清美 議員

①４回目接種ワクチンのエビデンス②マスク着
用③後遺症相談窓口
答		弁 �①４回目ワクチンは、3回目ワクチン接種
とは異なり感染そのものを防ぐ効果は限定的であ
るが、重症化予防効果は維持されることから、今
回、高齢者や基礎疾患のある方を対象にした。②
学校におけるマスク着用は引き続き基本的な感染
対策であるが、熱中症対策を優先する。③市とし
ては専門知識を持ち合わせていないためまずは医
療機関へ受診をされるよう助言している。

答		弁 �不法投棄は犯罪であることを念頭に警察
への通報や、パトロール、監視カメラの設置など
で抑止を図りたい。

　コロナ禍、ウクライナ情勢で物価高が激しい。
　市は国からのコロナ対策臨時交付金３．４億円
でしっかり市民を支えていただきたい。
　①生活困窮者に水道料金の減免を
　②今こそ学校給食の無償と就学援助基準引き上
げを
　③インボイス制度に苦しむ事業者に救済の手を
答		弁 �①水道は企業会計で独立採算なので原則
は実施しない。②無償化は政策的に粗いとりくみ
であり、その考えは持っていない。食材高騰分は
公費負担する。③市長会、商工団体ともに制度導
入前提で要望を挙げている状況。今後も状況把握
に努める。

深刻な物価高騰から市民生活と営業を守
るためにゼロカーボン実現のため、小

水力発電でエネルギー自給を

新型コロナウイルス対応について

ごみの不法投棄やポイ捨て防止について

物価高騰対策について
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一般質問◀ 会議録はこちらから

旧中村邸と考古民俗館は自然環境や景観、地域
の歴史を守ることが重要で保存、活用が必要。①
茅葺の茅を宮川町で栽培できないか②中村邸を未
来永劫守るには③旧中村邸と考古民俗館集客に関
して。
答		弁 �①一時的な耕作放棄地対策ではあるが、
今後販路確保が出来なければ、農業として成り立
たない②地元の小中学生に旧中村邸の価値の発信
を行い、地元の文化財に対する愛着、価値の深ま
りを持ってもらう。③360号の改修も進み、来館
しやすくなる。市職員の配置等検討し開館日数も
増やす方向で検討する。様々な工夫を
行い何度でも訪れて頂けるよう努力す
る。

電力会社から一方的に市へ電力供給停止の知ら
せが届き現在は、最終保障契約先の電力会社と契
約を結んでいる。しかし、来年２月28日以降の
電力契約を結べる見込みがない①最終保障契約の
電気料金の増額分は②電気料金の高騰が予測され
るが対策は③新規発電システムの導入の考えは④
早急に必要な電力確保の方策や考えは⑤電力停止
問題について市民の理解と今後の取組は
答		弁 �①再エネ賦課金は昨年実績、１年間で約
37万円上昇、燃料調整費は５月実績で前年比約
６円上昇、下落もあるため金額提示は困難。②休
館やテレワーク等は、市民生活への影響があるの
で十分検討する。③現段階では、まだ普及の段階
ではない、今後の技術発展や量産化を注視するが、
現状得策ではない。④再エネの地産地消は検討し

上ケ吹　豊孝 議員

　①市役所ロビーの記載台などのコンセプトは②
記載台などの購入金額は③この取組で木材価格は
どれだけ高まったのか
答		弁 �①飛騨市広葉樹活用推進コンソーシアム
の構成員が木材調達から加工・企画・設計・製作
を担当。広葉樹の新しい可能性を示すために企画
したもの。
　②製作は通称ヒダクマの調整で木材調達から加
工、取付に至るまですべて市内業者。金額は149
万4,900円。ヒダクマとの随意契約。
　③コンソーシアムが、伐採後の木材の価格がど
れだけ高まるか検証。3.7haから593㎥の広葉樹
を伐採搬出。木材売上価格は60万円程
度増加した。

市が北陸電力エリアで契約し
ている新電力「ホープエナジー」が3月に破綻し
た。中部電力エリアは中部電力との契約であるが、
その契約も令和５年３月で終了する。①入札によ
ってどれだけの削減効果があったのか。また、破
綻によって増える電気料の予測は。②新電力が破
綻する前に情報はなかったのか。③令和５年度以
降の電力契約先は。
答		弁 �①削減額は、令和元年度4,700万円、２年
度6,600万円、３年度3,700万円ほど。令和4年度
は3,500万円の増加になる見込み。
　②情報収集は行っていた。電力の供給状況に問
題なく、電力の単価も変更がない状況であえて変
更する必要はなかった。
　③令和５年度以降は、旧一般電気事業者（中電

前川　文博 議員
や北電）と契約することが安定供給、価格変動へ
の対応として最善と考える。

ているが、多くの問題もある。
⑤家庭での節電や省エネ行動の呼びかけ、分かり
やすい形でＰＲに努める。

旧中村邸の保存と考古民俗館の集客につ
いて

飛騨市の新電力供給停止に
関する取組について

広葉樹のまちづくりついて飛騨市の電力事情は
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一般質問 会議録はこちらから ▶︎

があり情報収集をしている。

接種は各自の責任で自由な選択をされるべきで
ある。①子供のワクチン接種に対し分かりやすい
情報をどのようにお伝えされているのか。②保育
園や学校での差別や同調圧力を起こさない学び
を。③ワクチン接種後の体調不良の相談窓口につ
いてはどのようにお考えか。
答		弁 �①保護者から相談があった際には丁寧に
説明対応を行っていく。②新型コロナ感染症拡大
と向き合いながら互いを大切にすることを学んで
きた。仲間を大切にすることで誰もが気持ちよく
生活できることを確かめ合っている。③ワクチン
接種券送付の際、厚生労働省作成の注意事項など
の説明書を同封している。万が一接種によって健
康被害が生じた場合、予防接種法に基づく救済制
度が設けられている。

災害時に大切な命を守るため、
市での取り組みは。①これからの避難訓練につい
て。②小・中学校での防災教育の取り組みについ
て。③飛騨市在住外国人の防災の取り組みについ
て。④災害時のペットについて。⑤公共施設や電
柱等へのハザードマップの見える化について。
答		弁 �①本来、垂直避難が原則。本年6月の総合
防災訓練においては実際に水平避難の訓練を実
施。②すべての小中学校で学校安全計画を作成し
様々な災害に対し適切に判断して危機回避できる
よう教育に取り組んでいる。③技能実習に対し事
業主との連携を強化、行政区長にも区で計画を依
頼していく。④あくまでも飼い主が管理を行うの
が基本であると周知する。⑤水防災にかかわる予
想浸水線、避難所位置等を公共施設や電柱等に掲
示する国土交通省水管理・国土保全局主管の事業

小笠原　美保子 議員

校体育連盟や各競技連盟の動きを注視しながら具体
的なことはこちらから詰めていく。

①地域部活動運営協議会のような運営する事務
局が必要ではないか。②部活動の指導者は確保で
きるのか。③指導者報酬はどうするのか。④合同
部活動の状態はどうなのか。⑤中学校体育大会は
今後どうなるのか。
答		弁 �①運営については、学校がやっていたよ
うな指導管理から事務まで全体を統括する事務局
が必要と考えている。今後検討していきたい。
②現時点では、地域部活動化に向けた指導者を確保
できている状態ではない。③適切な報酬を支払う必
要があると考える。運営していくための必要経費を
確保する上でも、国や県に強く要望していきたい。
④サッカー部とソフトボール部は古中と神中野球部
は北陵中と合同で活動しいる。今後の課題としては、
移動手段と移動時間である。⑤国や県の施策、中学

井端　浩二 議員

①一人暮らし高齢者はどれくらいみえるのか。
②一人暮らし高齢者を近所の住民で見守ることが
出来ないか。③民生児童委員を区や町内の役員に
することが出来ないか。
答		弁 �①６月１日現在の住民基本台帳では一人
暮らしの65歳以上の方は1,641人で全世帯の18.8
％。親族の連絡先については、個別支援プラン等
の作成により把握できている。②人暮らし高齢者
や支援が必要な方の見守り体制については、共助
として地域の方々の支援が大変重要と考え、個別
支援プランを各区と共有している。③委員と自治
会との連携がとりやすい地域では、その連携をよ
り一層深めていただけるよう自治会への働きかけ
や意見交換を行うなど努めていきたい。

ワクチン接種について
命を守る防災力について

一人暮らし高齢者と民生児童委員について公立中学校の部活動の地域
移行について
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一般質問◀ 会議録はこちらから

①スマート農業について②脱炭素化社会に向け
た農業について
答		弁 �①導入には２本の柱がある。１本目は農
作業に関わる機械の導入で、作業時間の短縮や人
手不足の解消等の効果があるもの。例えばドロー
ンを導入した薬剤散布や肥料施肥である。2本目
は気象観測装置の導入で水田センサーを設置し水
位や水温、地温等のデーターが取得できる「ミハ
ラス」があり、今年度14名の申し込みがあった。
②３点の取組を考えている。１点目は家畜排せつ
物を堆肥化し化学肥料を低減する。２点目は家畜
飼料の自給率の向上による輸入飼料の輸送過程で
発生するCO2の削減。３点目スマート農業の推
進で、ドローンやGPS直進アシスト機能付田植
え機の導入で、燃料低減に期待できる。

①杉崎地区（玄の子地区）のほ
場整備事業の概要について②市街地近郊に点在す
る農地について③ほ場整備事業完了後の担い手に
ついて
答		弁 �①総面積は41.6ha（16.0ha）、受益面積が
32.7h（(12.7ha)、期間は令和４年度から令和11年
度（令和２年度から令和６年度）まで、総事業費は
7億6,700万円（２億9,100万円）の見込みである。
担い手数は６農家・３法人（2農家・3法人）の見
通しで、年総効果額は約8,500万円（3,000万円）と
試算される。②農地については自然的、経済的、
社会的諸条件を考慮し、優良農地の保全に努める。
③個人･法人を問わず市外の農業者が耕作する事
は土地所有者との権利関係が整えば可能であり、
認定農業者にもなれる。

谷口　敬信 議員

　コロナの影響で休館・休業をしてきた公共施設。
今後の維持管理費、利用状況や存在意義も含めて
考慮すべきである。公共施設の総面積の縮減が求
められる中、一番多い面積を有するのが学校であ
る。学校施設の利活用も前向きに検討した方がい
い。見直し等をする中で住民サービスのために、
複合化や多機能化をして、単なる縮小ではなく充
実を視野に「縮充」も必要だ。建設時の推進気分だ
けではいけない。建物のライフサイクルコストを
考慮していく姿勢も大切。①総合管理計画の見直
しは②施設の点検は素人の職員からプロの外部委
託にして包括契約はできないか③教育基本法・学
校教育法・消防法・災害救助法等々、法律でも利
用等が認められている学校施設をもっと市民の有
効活用に開放してはどうか④国が公共施設の総面

積の縮減を求めているが、施設の「縮充」や「廃止」
を最終的に決断するのは政治家である市長である
がどうされるのか。

答		弁 �①計画期間は令和８年度までの10年間で
あるが、今後の社会情勢や関連計画の変化に柔軟
に対応し見直す②施設の点検には法令で点検義務
のあるものとそうでないものがある。委託費用も
高額となるため費用対効果を見極めて検討する③
学校は個人情報も多いので開放には慎重な運用が
必要。セキュリティーが一番の問題であるが学級
数も減り空き教室も増えている実情もあり、地域
の交流拠点として引き続き有効活用方法を検討し
ていく。④廃止しなければならない施設も当然あ
る。市民の利便性を向上させるために、ほかの用
途を付け加えて、複合施設化することも考える。
それぞれの施設には事情がそれぞれ異なるので検
討する時間を要するが、財政負担を考
えて順番に検討する。

高原　邦子 議員

今後の農業について

古川町ほ場整備事業について

公共施設のマネジメントを
どのように考えているのか
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一般質問 会議録はこちらから ▶︎

新型コロナウイルスと共に生きる生活「新たな日
常」を早く戻すためにも、市や民間団体のイベント
や交流事業、懇親会などどう進めていくか伺う。
答		弁 �飲み薬の使用が認められ、ワクチンの国
内生産も進む。夏を迎え一定の感染や拡大の可能
性もあるが、基本的な感染対策をしっかり行いな
がら、各種の行事、イベントなどを開催してゆく。
「検査」が今まで以上に重要になってくる。市がこ
れまで検査体制の推進をコロナ対策の重要な柱と
位置づけ、様々な場面に気軽に検査ができる体制
を整えてきた。今後もイベントや行事ができるよ
うに、基本的な感染対策に加えて、薬局で検査キ
ット購入など事前の検査を活用してほしい。国に
おいて、エビデンスに基づいた新たな
日常生活のスタイルがどう示されてい
くか注視したい。�

現在の神岡城の展示はコンセプトが明確ではな
く神岡にゆかりのないものが展示されているな
ど、これまで大いに利活用されているとは必ずし
も言えないものがある。どうようなコンセプトで
リニューアルされるのか伺う。
答		弁 �現在の神岡城からの眺望は、当時の武将が
見た景観を現在も追体験できる場所である。リニ
ューアルにあたっては、現在の展示内容を全面的
に刷新し、高原郷の中世以前の歴史を概観しつつ
江馬氏や江馬氏の城跡について学べる場所とした
いと考えている。約半世紀にわたって継続してき
た江馬氏下館跡の調査成果や、国史跡への追加指
定を図るべく近年集中的に行っている傘松城跡な
どの山城の調査成果を余すことなく紹介したい。

葛谷　寛德 議員

①市発注の公共事業。②畜産業者への支援。③
水道料金の減額に対する市の対応方針は。
答		弁 �①スライド条項に基づき請負代金の変更
協議など適正に対応し、必要に応じて予算の補正
も検討する。②畜産農家の経営に深刻な影響が出
ることを懸念しており、市内の肉・乳用牛を飼
育する農家を対象に粗飼料対策として、基礎額
4,500円に飼育頭数、飼育日数、牛の種別に応じ
た餌の量を乗じた金額を支給することとする。③
水道事業の電気料金や資材料金の高騰で、経営の
圧迫が懸念され、料金改定した際の経営見通し自
体の見直が場合によっては必要となりかねない状
況下で料金減額を判断できる状況にな
いことを理解いただきたい。

国道471号野口地内の洪水に
よる通行規制基準設定の説明会を受け、市は地域
住民の思いをどのように受け止め、この先どのよ
うに具体に取り組んでいくのか。①規制解消に向
けた取り組み。②帰宅困難者への支援。
答		弁 �①今回の規制はある程度是とした上で、
規制解消に向けた対応が一番重要。抜本的な解決
のためには河川の水位を下げることが必要と考え
る。この後、古川土木事務所長を通じ河川水位を
下げるための方策を検討するようしっかりと県に
お願いしていく。迂回路については、改めて重要
性を念頭においた上で、県への働きかけや補助事
業の活用を継続し、危険個所の解消に努める。②
突発的な災害を含め孤立や帰宅困難者が発生した
場合、その状況に合わせて柔軟に対応する。宿泊
を伴うような場合は、市の指定避難施設の開所や

水上　雅廣 議員
災害時宿泊施設提供協定締結した皆さんに協力い
ただき安全確保する。

新型コロナウイルス後の復活に向けた取
り組みについて

神岡城の展示装飾等のリニ
ューアルについて

原油価格・物価高騰に対する対応方針に
ついて

国道の通行規制について
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総務常任委員会 所管事務調査報告
〈調 査 日〉�5月26日
〈調査対象〉	市民福祉部の所管事業
〈調査内容〉
1.��医療・介護・福祉人材確保対策の支援の事業
概要と進捗の確認

　①�外国人介護人材受入促進事業の状況
　②�外国人介護者との意見交換＜オンライン＞
2.�8050問題の現状と進捗の確認
　①�ひきこもりの方の類型・着眼点について
　②��ひきこもり者の把握・支援手段の課題と今

後の対応

産業常任委員会 所管事務調査報告
〈調 査 日〉�5月18日
〈調査対象〉�農林部の所管事業
〈調査場所〉
　管内視察
　（上町農産物直売所、玄の子土地改良現場）
〈調査内容〉
1.�農産物直売施設の事業概要と進捗の確認
　①�農産物直売施設への集出荷体制の構築の状況
　②�特色ある農産物の栽培支援と販売促進の状況
2.��広葉樹のまちづくりの全体計画の概要と進捗
の確認

　①��飛騨市における広葉樹施業の基本方針、ガイ
ドラインの策定状況

　②広葉樹施業試験・研究モデル林の指定の状況

古川小学校6年生、宮川小学校5、6年生の児童が議場見学
　社会科の授業の一環として、議会の仕組みや役割について学習するため、５月25日には古川小学校６
年生の児童63人、７月５日には宮川小学校５、６年生の児童４人が、議場を見学に訪れました。
　澤議長や事務局職員の説明を受けた後、議長席や議員席、市側の席など自分が好きなところに座り議場
を体験しました。見学の中では一般質問席に立ち、本番さながらに映し出される自分の姿に感嘆の声を
上げながら、正々堂々と澤議長に質問していました。
　これからの飛騨市を担っていく子どもたちに、議会を知るいいきっかけづくりになってもらいたいですね。

議会情報トピックス

外国人介護職員との対話（オンライン）

一般質問席で質問する古川小学校児童

内装工事中の上町農産物直売所を視察

議場を訪れた宮川小学校児童
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9 月定例会  日程予定
9月 6日㈫ 本会議（開会日） 26日㈪ 決算特別委員会（1日目）

14日㈬ 一般質問（1日目） 27日㈫ 決算特別委員会（2日目）

15日㈭ 一般質問（2日目) 28日㈬ 決算特別委員会（3日目）

20日㈫ 常任委員会（付託案件審査） 30日㈮ 本会議（閉会日）

21日㈬ 予算特別委員会
※ 日程は議会運営委員会で協議し、変更となる場合があります

編 集 後 記
今年は例年より梅雨入りが遅く、7月はジメジメとした梅雨の時期のはずが、東海地方は６月 27 日
に梅雨明けし、13 日間と平年より約 1ヶ月短い梅雨だそうです。日本列島を記録的な猛暑が襲う中、
飛騨市も連日 30℃を超える暑さが続いて、この時
期体が猛暑に慣れていないため、例年以上に熱中症
対策が必要です。そんな猛暑続きの中、今年も市民
との意見交換会を７月中旬より開催しています。飛
騨市各地域 18 ヶ所で開催していますが、２年続け
て会場が同じだったことで、参加される方が毎回決
まっている地域もあり、今回はいろいろな意見を伺
うため同じ地域でも会場を変更し、多くの意見を聞
きたいと考えています。
我々、広報広聴委員会も市民の皆様、特に若い世
代の方が議会活動に関心や理解をしていただくため
「議会だより」を読みやすくしたり、各議員の一般
質問にはユーチューブへ直接アクセスできるようＱ
Ｒコードも添付しております。市民皆様の貴重な意
見を市政に反映するよう全力で取り組んでまいりま
す。
� （上ヶ吹　豊孝）

全国市議会議長会（第98回定期総会）
　野村議員、前川議員を表彰
　全国市議会議長会より野村勝憲議員、前川文博
議員が、議員活動10年以上の表彰を受けました。

市議会議員と市民との意見交換会
8月 2日㈫　レジェンドあすか

2日㈫　河合町公民館
9日㈫　稲越多目的研修集会センター
9日㈫　羽根地域公民館

10日㈬　貴船公民館
10日㈬　古川町公民館
18日㈭　袈裟丸総合研修センター
18日㈭　下野総合研修センター

※  7月20日㈫より市民との意見交換会が各会場
で開催しております。開催時間は各会場とも午
後7時～午後8時30分までです。ぜひお越しく
ださい。


